
 

 

 

 

 

 

 

       期待の若鯉 躍進願う！  

 少しずつ日脚が伸び、吹く風にも春の匂いが感じられます。 今年は暖冬というだけあって暖かい

日が多いですが、日によって急激な気温の変化もありますので、体調には十分注意しましょう。 

 

 さて、我らがカープ。 

 新井監督就任１年目の 2023 年は２位に躍進したカープ。 リーグ３連覇以降は４年連続 B クラス

に低迷していたが、５年ぶりにシーズン勝ち越しとなった。 

 2024 年はさらにもう一つ上の優勝が期待されるが、西川選手が FA でオリックスへ移籍。 今オフ

は外国人以外目立った補強もしておらず、ドラフトも１位から３位まで大学生投手が占めた。 

 昨季 11 本塁打の末包選手らとともに外野のポジションを狙う期待のホープが田村俊介だ。 愛工

大名電高から 2021年ドラフト４位で入団して今年で３年目。 昨季は一軍デビューを果

たし、10試合で 22打数 8安打の打率.364をマークした。 

 二軍では 59試合に出場して打率.278、４本塁打、29打点。 昨秋に宮崎で行われた日

本代表「侍ジャパン」との練習試合では５番ライトで先発出場し、３打数２安打と活躍。 

 柔らかいスイングで打撃面の評価は高い。 高校時代に通算 32本塁打を記録したパン

チ力、投手としても最速 145㌔をマークして一時は「二刀流」も期待されたほど野球センスは抜群だ。 

 「ポスト西川龍馬」争いでは中村貴浩も面白い存在だ。 

 九州国際大付高から九州産業大を経て 2022 年育成２位で入団。 ルーキーイヤーの昨

年５月に支配下登録され、一軍で 15試合に出場、34打数 6安打の打率.176と数字は平凡

だったが、貴重な経験を積んだ。 

 ウェスタンリーグでは 82試合で打率.244、８本塁打、36打点をマーク。 昨秋の侍ジ

ャパンとの練習試合に１番レフトで先発出場し、根本投手（日ハム）から逆方向の左翼へアーチを架

けた。 遠くへ飛ばす力は目を見張るものがある。 

 また、岩見智翠館高から大阪観光大を経て 2022 年ドラフト７位で入団した久保修も覚

えておきたい存在。 走攻守３拍子揃った野球センスで今秋キャンプからセカンドに挑戦

している。 イケメンだけに活躍すれば人気が急騰しそうだ。 

 内野手では磐田東高から 2020 年育成１位で入団した二俣翔一も成長株。 昨季は二軍

で 107 試合に出場し、ウエスタンリーグ最多の 94 安打、打率.257、５本塁打、36 打点と

成長の跡を示した。 まずは今春キャンプ、オープン戦でアピールし、一軍初出場を果た

したい。 

 西川選手が抜けたからこそ若手にとってはチャンスが増える。活きのいい若鯉の出現が期待される。 

 

頑張れカープ！！ 

エルフォルクはあなたをそしてカープを全力応援致します！ 

 

２０２４年３月号 

南の方には春の便りが届き始め、北の方では根雪の下で地面の土が身を固くしていることでしょう。けれど

春が近づけばいてついた土も溶け、地面はぬかるみます。こうした春のぬかるみを「春泥（しゅんでい）」と

いいます。春泥の道は歩き辛くともその先には春が待っています。しっかり足元を見て共に進みましょう。 

裏面もご覧ください。 

Ｅ（イー）通信 


